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要旨   

本棚究では，杉バーークを圧縮固形化するた材）の成型力＝丁技術明研究開発をキト⊃た．成型固形化に使用した技術シーーズは，  

繊維と繊維グ〕絡みと水素結合の原町ごある．ニの〟法は合成樹脂接着剤を使用しない成型固形化技術である．今回製作L  

た成型品げ）形状烏∵育苗用培地に使用Lた四角体（縦100mIⅥ×横100mmX高さ50m－¶・以F四角培地という）を製作した。匹］  

角培地はイチゴとバラの培地用として育苗実験を行った。   

そぴ）結果，  

（りノ巨縮成動こほ1阿粉砕した杉バーク細現物（表さは0．卜3mmに粉砕したバーク）を使用した．固形化するときの圧縮  

ノル土1（〕（kgf／′（、m2），力＝勲温度は200～205（て二），加要榊寺間は5分間で行った．圧縮状態で王5分間養生した．この条件†ごであれば  

成型可能であることを確認した．  

（2）川角培地はフ ィチゴ用培地として吸水量の実験を行った．結果は良好で鋸対称経過して卓〕型くずれもなく〕保水状態も  

良く，卜分に利用吋能であることを把握しノた  

（3）育苗実験は，匹悌培地にイチゴとバラ苗を植え栽培した。イチゴやバラ栽培への適用性は良好で根は儀巧」順調に生月  

した．  

頂． ほじめに   

本県地場産業の一つである森林産業では，年間約：iO万m  

の杉が製材用とし1て市掛二供給されている∴杉丸太を製材  

加工するときにはう0万mゾ〕製材占占こいらH～9万m1のバーク，そ  

Lて，木屑も多量に排出される。排．【そらされたバー爪クや木屑  

は♪畜産農′表や庭園の敷物用あるいは野外等にて焼却Lて  

いた。し／かL，焼却はダイオキシン規制対牒で数隼前から  

い用途開発がま 厳しノくな畑バーークや木屑の新L1増いこ拡  

フてLていっ「∴   

よた 一ノ′ごほ環境保全や贅源枯渇の而からリサイクル  

運動が社美的に叫ばれ，研究開発分野でも循環型〝）研究テ  

ーマが取り 上げられるょうにな／つた．バー㌢や木屑♂〕研究  

阻発は大学凸公設試および企業等で進められている．そ  

れはフ接着剤での成型品で園芸用及び1二と混合Lて公園内  

町道路舗装材等利用方法が様々である．   

本研究では，県内で生催される杉バークの利用方法につ  

いて林業試験場8農業技術センター里温点熱瀧き研究指導  

センターと榊究開発に取り組んだ．   

本年度は，杉バークの圧縮固形化技術を使って四角培地  

を試作Lた。四角培地は，農業技術センターではイチゴ生  

育実験と温泉熱花き研究指導センターではバラの隼育夫  

験を寺】二／つた．   

こ〝）耕軋州別軌もバークを合成樹脂接満㈲を使わずに  

固形化する成型技術の確たと培地とLての用途拡大にあ  

る．  

2．研究方法   

2．1実験方法   

2．1．1実験樹  

ー」24 一   
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本研究に使用Lた実験村は，杉バーク細切物（長ささま  

（〕．卜、：〕mmに粉砕したバーーク）を使川した．日印管内〃）製材  

所等から集應され1年間犀外に放置後頼朝朝廿し／たバーク  

である．バーnクは1回粉砕した細切物である．  

バークの含水率は110～120（％）であった。「ig。1には使川し  

たバーークを示した．  

F岳g．3 圧縮成型  

Fig．1杉バ岨ク  

2．1．2圧縮成型条件   

本研究の成型固形化には，繊維と繊維の絡みと水素結合  

の頂理を採用しノた．合成樹脂接着剤を使わない，成型固形  

化技術である∴杉バーク細切物を圧灘紬軒形化するために  

Fjg．2にホー㌻ような成型れ兵を設計製作した．成型物へぴJ  

加熱方法は発熱体良さ100〉くl白二径12（mi¶）を使用Lた．加熱  

するときは電熱体5本を冶具に装着Lて行／〕た血素材はア  

ルミを使用した．成∠巴実験では圧縮力川kgr／′（二mノフカ順鞘温度  

は200～205（℃）以上，加熱時間は5分間で実施した．加熱処  

理後養生するために15分間圧縮したままの状態で放置L  

た．その後∴冶具から取り出した．け縮にはホットプレス  

ド‖PlilOO（福井⊥業（（株））を使川した．   

Flg．3には圧縮成型概念図をホした。  

Fig．名成型状況   

2．1．4吸水量実験   

吸水量実験圭∴㍑1∴うで紹介しノたイチゴ用培地を使用し  

たパ及水量は成型培地に水温16～17℃を2～3何ノ′口潅水し  

た。24時間経過後取りだし重量測定した．形状変化につい  

ては視覚判定した．測定には電磁∫いまかりSEfくw  

N（〕39019こう5（研精Ⅰ二業（株）製）を使用した．   

2．1．5イチゴ培地とバラ培地への適用性実験   

適用実験に上㍑．L3にて紺介tノた成型物を使川した．成  

型培地にイチゴとバラを挿苗し／て牛＃状態を把据した．生  

育状態は2．5～ニうケj」げ〕間に成長度合いヲ柴〝）色素変化，根  

腐れ等について細かく観察した．  

3止 結果および考察   

3．1四角培地の成型   

バーク細切物で〔り「計形化成型は可儒であ／〕た．「1g－5に  

は成型物を示した．成型物の適量は165′、1別）（g／′個）である  

成竺則勿l二部の育l岩川L射至はニiOm叫深さは50mnlである∴陵着  

剤は使わずに固形化が可能であ／つた．今し・小川克型実験ごH  
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上養生時間を要することに上って，成型品の形状瑚封定化  

が叶能であることを把握Lた．さらに，実験を重ねチータ  

を集積することに「‡二／）〉r，生塵効率げ汗一卜上に寄与寸るもの  

と考える．  

「用．5には試作しノたー几卜和一吉池を表わし／た．  

F壷g．2成型冶異  

2．1．3 四角培地の成型   

四角培地げ）成触t｝ 縦1（〕〔血¶×横100汀‖†1：く高さ5〔）mとし  

た」吏用量f」主，一試料にiり（）g～′15（jにであるu  

＝針十には成型状況せ′〕てしたu  
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し／たそ〔′）結軋挿しノイヾ‘う週間様に根の伸長が把握できた  

ト、ig．8にはバラの生育′実験状況を表わLた．  

Fig．5四角培地  

3．2 吸水量と適用性   

吸水量実験の結果ごも：うへノ＝］にははぼ飽和状態を把握しノ  

た．吸水後の培地の状態は良好で形くずれや損傷は見られ  

1 なか／〕に。   

ニCり結果かごJ，イチゴ培地としては1回粉砕したバ、－ク  

を圧紺力1仙g上、′／（、1れ三で処理すれば可能であることを確認し  

キ＿  ノ＼  

巨1g。6は吸水量の実験結果である．5（※）は，コーヒフィル  

ターを繊維状に加＝二した≠〕〝）を20触混入しノたサンプルで  

ある．  

F妄g．8バラ生育実験  

確．おわりに   

今恒け）研究はさ 杉バーク〃）有効利用を擾］るた凍）叫劃杉  

化子友術び）開発であ／つたり成彗雄「具〔′7ノ）開発」藻琴物い製作，成  

型物による実証実験よで庫科技サンター・林業試験場色農  

業技術センターq温泉熱花き研究指導センターーがそれぞれ  

の役割を果たすことに上／〕て吋能となった成果である．   

鯛雄肛二渡る技術開発〃J結果、成証痛頂黒雄二たも折と  

考えな  

次隼度には∴弘晶化キ商品化に／〕いて行検討しノたい．  
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F妻g．6吸水量の変化   

イチゴ」▲か出へL／）適用性は良刺で順調にノ三三督した。粟〝）色素  

状態は良く。茎，根等成長は良好で毒ノ／jた．二勘結果から培  

地としノて適用可能であることを突如三Lた．  

卜、ig．7にはイチゴ〃）生育実験状況をホLた．  
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Fig．7ギテゴ生育実験  

さ〔）≦ニフ四角培地にバラ〔ノ）挿しノ木をしノて発根状況を観察  
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